
浜
岡
η
疑
）
Ｖ
９
女
子

男
子
は
南
波
鶴
●
１３
連
覇

柔
通
の
男
子
第
３５
回
、
女

治

（島
根
県
警
）
が
１３
年
連

の
頂
点
に
立

っ
た
。

子
第
２７
回
島
根
県
選
手
権
は

続
１４
度
目
の
優
勝
を
飾
り
、
　
　
大
会
に
は
男
子
郎
選
手
、

５
日
、
松
江
市
の
県
立
武
道

女
子
の
浜
岡
睦
月

（松
江

一　
女
子
２‐
選
手
が
出
場
、
無
差

館
で
あ
り
、
男
子
の
南
波
利

一中
教
）
が
９
年
連
続
９
度
目

別
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
を
行

ヽ

【女
子
決
勝
〓

本
背
負
い
投
げ
で

一
本
勝
ち
を
収
め
、
９
達
覇
を
決
め
た
浜
岡
睦
月
（
下
）

――
島
根
県
立
武
道
館

豚了　麦鋤躊』たに̈
一鰤̈
麒

苺́
番の「度】雌はわ摯溺『一
浜
　
岡

内
ま
た
で

一
本
勝
ち
。
女
子

決
勝
は
浜
岡
と
石
川
真
希

（出
雲
西
高
）
の
師
弟
対
決

と
な

っ
た
．
浜
岡
が

一
本
背

負
い
投
げ
で

一
本
勝
ち
を
収

め
た
。
男
子
の
上
位
４
選
手
、
女

子
の
上
位
３
選
手
は
全
日
本

選
手
権
中
国
地
区
予
選
会

（３
月
４
口
　
岡
山
）
に
出

場
す
る
。

こ
の
日
も
石
川
は

一決
勝

ま
で
行
き
ま
す
よ
」
と
恩
師

に
決
意
を
示
し
た
。
　
一待

つ

て
い
る
よ
」
と
、
浜
岡
も
教

え
子
の
活
躍
に
期
待
を
寄
せ

た
。県
選
手
権
で
２
度
日
の
師

弟
対
決
が
実
現
。
石
川
は
果

敢
に
政
め
て
き
た
。
一思
い
切

り
当
た

っ
て
き
て
く
れ
た
」

と
浜
岡
は
受
け
止
め
、
タ
イ

ミ
ン
グ
を
見
計
ら

っ
て
、　
一

本
背
負
い
投
げ
で

一
本
勝
ち

を
収
め
た
。

帥
弟
の
２
選
手
は
今
日
本

選
手
権
中
国
地
区
予
選
会
の

出
場
権
を
獲
得
し
た
。
浜
岡

は

，仝
日
本
に
初
出
場
す
る

た
め
に
も
、
今
は
全
力
を
尽

く
す
。
将
来
の
こ
と
は
、
そ

れ
か
ら
考
え
る
」
と
気
持
ち

を
新
た
に
し
た
。
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一
っ
た
。
南
波
は
初
戦
の
２
回

戦
が
判
定
と
苦
し
い
立
ち
上

が
り
と
な

っ
た
が
、
徐
々
に

調
子
を
取
り
戻
し
、
決
勝
は

川
と
戦
え
て
良
か

っ
た
」
と

浜
岡
が
感
慨
に
浸

っ
た
。
決

勝
の
相
手
は
教
え
子
。

「先

生
と
試
合
す
る
の
が
日
標
」

の
石
川
の

一
言
で
、
浜
岡
は

引
退
を
踏
み
と
ど
ま
り
、
９

連
覇
を
成
し
遂
げ
た
。

体
育
教
諭
の
浜
岡
は
２
０

０
８
年
、松
江

一
中
に
赴
任
。

こ
こ
で
当
時
３
年
十
の
石
川

石
川
を
支
え
釣
り
込
み
足
で

下
し
た
。

中
学
校
で
浜
岡
は
３
年
生

の
担
任
と
な
り
、
練
習
時
間

が
激
減
し
た
。

「引
退
　
の

２
文
字
が
頭
に
浮
か
ぶ
度
、

石
川
の
言
葉
が
支
え
と
な

り
、気
持
ち
を
切
り
替
え
た
。

感慨深い一本勝ち


